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『統合科学』投稿規程 
2023 年 10 月 11 日 

1．本誌に掲載される原稿は未発表で，ヘルスシステムに関する統合科学的研究を論じたも
の，もしくはヘルスシステムに関連する諸分野の専門的な内容を扱うものとする．ただし，
扱う内容が関連分野のものであっても専門性の高い場合には，専門外の人々にも理解でき
るように配慮されている必要がある． 

2．投稿原稿の類別は，論文，研究動向・レビュー，書評，活動報告とし，著者が類別を指
定する． 

3．投稿原稿は原則として和文ないし英文で書き，分量は，注と図表を含めて，論文は 25,000 
字以内（英文は 10,000-15,000words），研究動向・レビューは 15,000 字以内（英文は 5,000-
7,000words），書評・活動報告は 10,000 字以内とする．冒頭に和文表題および英文表題を
付けること．また，論文に限り 300 語以内の欧文のアブストラクトをネイティブチェック
の上で付けること．  

4．既に他誌，学内紀要等に発表したものを投稿すること，また既に英文の論文として発表
されたものを和文として投稿することおよびその逆の行為は，いずれも二重投稿に該当す
るものとして禁止する．掲載後に多重発表・投稿，特定不正行為（捏造，改ざん，盗用）
が発覚した場合には，掲載を取り消しその旨を本誌で公告する． 

5．オーサーシップの在り方や二重投稿の禁止については日本学術会議の「科学研究におけ
る健全性の向上について」（2015 年 3 月 6 日）に，特定不正行為（捏造，改ざん，盗用）
については「国立大学法人岡山大学における研究活動に係る不正行為への対応に関する規
程」（岡大規程第 20 号）にそれぞれ準ずることとする． 

6．倫理的配慮を必要とする内容を扱う場合は，どのような倫理的配慮がなされたかを明記
すること．倫理審査委員会の承認を得たうえで行った研究であれば，その承認を受けた倫
理審査委員会名，承認年月日，承認番号を明記する．また，利益相反の有無についても明
記すること． 

7．投稿原稿の採否は，『統合科学』編集委員会が査読者 2 名を定め，その査読者の意見を
元に編集長(editor)が採否を決定する．  

8．本誌に掲載された文書の著作権は，原則として岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学
研究科に帰属するものとし，岡山大学学術成果リポジトリに掲載されるものとする．ただ
し，著者自身による利用については原則として異議を申立てない． 
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【編集後記】 

今年度も無事に『統合科学』第 4 号を発行することができました．投稿いただいた方々，査読・編集にご協力いただい

た方々に感謝申し上げます．  

本号を編集するなかで，本研究科の構成員が多様なステークホルダーと協働しながら統合科学の教育・研究に取り組ん

でいること，またそれらの取り組みのなかでどのような成果を得ていかなる課題に直面したのか，あらためて確認するこ

とができました．総じていえば，この一年も分野横断的な統合による「総合知」の創出と活用の試みの連続であったと振

り返ることができるでしょう． 

社会がウィズコロナへと大きくシフトしていくなかで、ICT・AI などの科学技術の医療や社会インフラへの活用がよ

り求められてきています．これにともないヘルスシステムがいかに変容していくのか，新たな課題は何なのか，取り残さ

れているヒトはいないのか，注視していけたらと思います．（吉葉） 
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